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海峡線 新中小国信号場構内における灯油の流出について

１．発生概要

本日（１２月１５日）６時５５分頃、海峡線 新中小国信号場（中小国～津軽今別駅間）
構内において、新中小国信号場除雪係員が信号場構内に設置されている「熱風式融雪装置」
の灯油の残量点検を行ったところ、灯油の減り方が異常であることに気づき、直ちに函館指
令センターに連絡、函館指令センターが熱風式融雪装置を停止させました。地下タンクの残
量を確認したところ、昨日より約４，０００L減少していることが判明しました。
付近を調査したところ、灯油は、排水路に流れ込み河川へ流出していることが判明しまし
た。その後、消防署等関係箇所のご指導・ご協力をいただきながら、灯油流出防止に努める
とともに、回収作業を行っております。

２．発生箇所

海峡線 新中小国信号場構内 熱風式融雪装置付近
（住所：青森県東津軽郡外ヶ浜町字蟹田大字山本小谷２６－５）

３．原 因 現在調査中

４．推定流出量 約４，０００L

５．時系列

６時５５分：新中小国信号場除雪係員が熱風式融雪装置の地下タンクの灯油が異常に減
っていることに気付いた

６時５８分：現地除雪係員からの連絡を受け函館指令センターが熱風式融雪装置を停止
８時１１分：漏油調査開始
９時２０分：消防署に連絡
９時２８分：青森県へ連絡
９時４２分：外ヶ浜町役場へ連絡
１２時４０分：排水路に流出した灯油を吸着材により回収開始
１５時００分：オイルフェンス設置完了

６．付 記

（１）熱風式融雪装置の地下タンクの容量は８，０００Lです。
（２）地下タンクの残量は、１２月１４日６時００分時点で約７，０００Lあり、１２月１
５日６時５５分時点では約３，０００Lの残量でした。

７．今後の対策

（１）流出した灯油の回収作業に努めます。
（２）今回の事象について原因の究明を行い、必要な対策が完了するまでは当該設備を使
用停止とします。

（３）今後関係機関のご指導を受け、必要な措置を講じてまいります。


